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表　紙　写　真

撮影：香西恵

（2015.5.13）

端午の節句には、かや

で ふ い た 屋 根 に、 か

や・よもぎ・しょうぶ

を飾り付け、男の子は

しょうぶで鉢巻をし病

気をしないよう願いま

した。（『七里の郷道志』

より）

「道志手帖」とは？

略して「ドウシテ」。「どうしってどんなところ？」という関心から生ま

れた、道志村地域おこし協力隊による冊子です。村の外からきた隊員が、

村で生活していて気になったこと、おもしろいなとおもったこと、発見

や驚きを、年 4 回報告していきます。隊員の活動報告もおこないます。

  What's
 "Doshi-techo"?

ブログで日々の活動を報告しています。ぜひご覧ください。　doshi-okoshi.com

facebook もやっています！　facebook.com/doshi.okoshi

［特集］　道志今昔ーいちまいの写真からー　…5

［道志村地域おこし協力隊］

香西恵
千々輪岳史

中嶌拓哉

井口陽介
大野航輔

撮影：中嶌拓哉（2015.5.16）

山々の新緑が日増しに濃くなっていくなか、田

んぼにも緑が映える時期となりました。久しぶ

りの泥の感触を確かめながら、ひとつ、またひ

とつと緑を添えていきます。

色づく季節

gallery
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月夜野

川村
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白井平

長又

至山中湖

至相模原

「時の移ろい」「野原絵地図」
野原
p9,14-15

「食べたい知りたい道志の味」
山光荘
p16-17

「食べたい知りたい道志の味」
道の駅どうし
p16-17

「道志のメイ先生」
メイ先生の住宅跡地

p10-12

「時の移ろい」
白井平
p6

「道志村の行事」
矢頭山
p24

「時の移ろい」
川原畑薬師堂

p7

「林業人列伝③」
初めて森林経営計画を樹立した 25 林班

p18

「時の移ろい」
久保分校
p8

今号の取材先

道志村へのアクセス

富士急行線 都留市駅から富士急バス 30 分

旭が丘（山中湖経由）から富士急バス 20 分

中央自動車道　相模湖 IC から 50 分（30km）

中央自動車道　都留 IC から 30 分（20km）

中央自動車道　河口湖 IC から 50 分（38km）

東名高速道路　御殿場 IC から 50 分（35km）

JR 横浜線橋本駅から１時間（40km）

山梨県道志村

  Where's
 "Doshi-mura"?

道
志
今
昔
　
ー
い
ち
ま
い
の
写
真
か
ら
ー

［
特
集
］

昔
の
写
真
に
は
何
が
写
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
時
を
経
て
、
変
わ
る
も

の
、
変
わ
ら
な
い
も
の
…
…
。
写
真
を
片
手

に
往
時
の
面
影
と
記
憶
を
訪
ね
ま
し
た
。

特 

集
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時
の
移
ろ
い
　
ー
昭
和
と
平
成
の
道
志
村
ー

【今】道志川の小さ

な堰堤と田んぼ、山

の風景は昔のまま。

【昔】板橋の方から白井平を写したもの。「道志七里」の伊

藤堅吉氏が写したもので、昭和 25 年（1950 年）頃の風景。

左奥に見える大きな茅葺の家は元村長の水越彦蔵氏宅。

【昔】昭和 30 年（1955 年）頃の駐在所（かつては「警察巡査派出所」と言われていた）、

左隣には薬師堂も写っている。当時、馬耕が行われていたことが分かる。今と比べると山の

斜面に木がない。

【今】駐在所は国道の反対側に移され現在は無い。薬師堂は立派な建物に建て替えられた。

薬師堂の奥の建物は道志鉄工建設、左に写っている建物は七里味噌生産加工所。

白井平

川原畑薬師堂

道
志
村
の
風
景
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。昔
の
写
真
か
ら
撮
影
場
所
を
訪
ね
歩
き
、

今
と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。　
　
　
（
千
々
輪
岳
史
）
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【昔１】昭和 40 年（1965

年）頃の久保分校旧校舎。

後ろに写っている山の斜

面には桑畑が見える。

【昔 2】昭和 61 年（1986

年）竣工当時の久保分校

新校舎。旧校舎の後ろに

建て替えられ、校庭が広

くなった。現在「がんど

う庵」がある場所に建っ

ているのは教員住宅。久

保分校は村内の小学校統

廃合に伴い平成 11 年閉

校。

【今】平成 22 年（2010

年）4 月、久保分校は木

工を中心とした体験施設

「みなもと体験館」とし

て生まれ変わり現在に至

る。右端に写っている二

階建ての建物は消防団第

一分団の詰所。

【昔】昭和 50 年（1975 年）当時の野原集落の東にある屋号「犬橋」の三軒。右の茅葺屋根

に金属の屋根をかぶせた家（屋号：犬橋の下）の後ろに茅葺屋根の家（屋号：犬橋の上）が

見える。その隣の家（屋号：こっちの橋）は二階建ての家になっている。手前の小屋は木工

小物を生産している「もっくん」の工場で、この頃事業を始めた。この小屋は牛小屋だった

という。なお、野原の吊り橋は昭和 57 年竣工なのでまだ無い。

【今】三軒三様に家を新しくしたのがおもしろい。「犬橋の上」は家を造り替え、「犬橋の下」

は古民家再生で新しくなった。「こっちの橋」は隣に新たに家を建てた。また、「もっくん」

は社業拡大に伴い田んぼを工場と資材置き場にした。

久保
分校

野
原
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「
あ
の
頃
は
メ
イ
先
生
の
と
こ
ろ
へ
行
く
の
が
楽

し
み
だ
っ
た
」
当
時
を
振
り
返
る
多
く
の
方
が
そ
う

話
す
。

　

今
か
ら
お
よ
そ
60
年
前
。
道
志
村
白
井
平
地
区
に

メ
イ
・
レ
デ
ィ
ン
ト
ン
さ
ん
が
住
ん
で
い
た
。
碧
い

瞳
、
白は

く
せ
き皙
の
頬
、
亜
麻
色
の
髪
。「
メ
イ
先
生
」
と

呼
ば
れ
、
先
生
の
家
は
こ
ど
も
た
ち
の
賑
や
か
な
声

で
溢
れ
て
い
た
そ
う
だ
。

　
　

宣
教
師
メ
イ
先
生 

道
志
村
へ

　

メ
イ
先
生
は
昭
和
25
年
（
１
９
５
０
年
）
に
道
志
村

に
や
っ
て
き
た
。
母
国
ア
メ
リ
カ
で
は
教
員
を
経
て

海
軍
に
入
隊
し
た
と
い
う
。
時
代
は
太
平
洋
戦
争
を
経

て
終
戦
へ
。
当
時
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は
、
戦
後
の

荒
廃
し
た
日
本
の
再
建
の
た
め
に
は
、
日
本
へ
宣
教
師

を
送
る
こ
と
が
必
要
だ
と
訴
え
た
。
メ
イ
先
生
は
、
彼

の
言
葉
を
聞
き
、
神
は
自
分
を
日
本
へ
の
宣
教
に
召
し

て
下
さ
っ
た
と
確
信
し
た
そ
う
だ
。
そ
の
後
「
日
本
に

救
い
を
」
の
思
い
を
持
っ
て
神
学
校
に
進
み
、
宣
教
師

と
し
て
来
日
、
山
深
い
道
志
の
地
で
伝
道
を
始
め
て

い
っ
た
。（
※
１
）

　
　

メ
イ
先
生
と
の
思
い
出

　

メ
イ
先
生
が
住
ん
で
い
た
白
井
平
地
区
で
お
話
を

伺
う
と
、
当
時
の
思
い
出
話
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。

　

メ
イ
先
生
の
家
は
［
教
会
］
と
し
て
、
地
区
の
こ

ど
も
た
ち
が
集
う
場
所
と
な
っ
て
い
た
。
毎
週
「
日

曜
学
校
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
集
ま
っ
た
こ
ど
も
た
ち

は
聖
書
の
話
を
聞
い
て
お
祈
り
を
し
、
讃
美
歌
を

歌
っ
て
、
み
ん
な
で
お
菓
子
を
食
べ
た
。

　

当
時
は
ま
だ
お
菓
子
が
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い

時
代
。
集
会
に
行
く
と
珍
し
か
っ
た
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ

ム
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
コ
ン
ペ
イ
糖
、
ク
ッ
キ
ー
が

も
ら
え
た
。
こ
ど
も
た
ち
は
お
菓
子
に
夢
中
で
教
会

は
い
つ
も「
こ
ど
も
が
多
く
お
祭
り
の
よ
う
だ
っ
た
」

そ
う
だ
。

　

集
会
が
終
わ
っ
た
あ
と
も
こ
ど
も
た
ち
は
家
に
帰

ら
ず
、
パ
ズ
ル
な
ど
の
あ
そ
び
を
し
て
い
た
。
メ
イ

先
生
も
そ
れ
も
怒
ら
ず
、
と
て
も
優
し
か
っ
た
。

　

ま
た
当
時
は
洋
服
な
ど
買
え
ず
、
着
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
も
ん
ぺ
が
一
般
的
だ
っ
た
時
代
、
メ

イ
先
生
か
ら
珍
し
い
洋
服
を
も
ら
っ
た
こ
ど
も
た
ち

も
い
た
。

道
志
の「
メ
イ
先
生
」

笑
顔
で
写
る
外
国
人
女
性
と
こ
ど
も
た
ち
。

一
枚
の
写
真
を
辿
っ
て
い
く
と
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出

と
物
語
に
出
会
い
ま
し
た
。　
　
　
　
（
中
嶌
拓
哉
）

昭和 35 年（1960 年）頃に撮影された写真。善之木、白井平、長又地区のこどもたちとメ
イ先生。笑顔が印象的な１枚

昭和 26 年（1951 年）頃の写真。もんぺ姿のこどもとこの当時の道志村には珍し
かった自転車が対象的である。右端：北浦宮子さん、右から３番目：菅谷達子さん

（当時小学校高学年）

白井平地区にあったメイ先生の家［教会］（右）。25 坪の家は３ヶ
月かけて村人の奉仕と協力によって完成した。左はメイ先生の
家の跡地。昭和 39 年（1964 年）の白井平の火事の後、空き
家となっていたメイ先生の家は購入・移築された

北浦宮子さん
「 当 時 歌 っ た 讃 美 歌
〈 諸 人 こ ぞ り て 〉
〈 い つ く し み 深 き 〉

は今も忘れていないよ」

菅谷達子さん
「ミズ（桑の実）、つば

のこ、くろびといった
野 草 が お や つ の 時 代。
甘いお菓子は尊いもの
だったよ」

メイ先生と３人のお子さん。
お 子 さ ん は 流 暢 な 道 志 の
方言を話す生粋の道志っ子
だったそうだ

※１　レディントン敏子さん（メイ先生の義娘）のお話と田中とし子さんが所有していた資料より
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ホオジロ　野原　2015 年 4 月 10 日
姿はスズメに似ているがスズメより大きい。野原の田ん
ぼで何か食物を探しまわっていました

ヒトリシズカ　田代　2015 年 4 月 17 日
山中に点々と白い花が咲くようすは何
かの道しるべのようです

シカの食痕　山伏  2015 年 4 月 17 日
ツガの幹はおいしいのでしょうか？　

キランソウ　田代　2015 年 4 月 17 日
別名「地獄の釜の蓋」とも呼ばれ
ます。葉に毛が生えています

ミツバツツジ　田代　2015 年 4 月 17 日
早春の山を彩ります

道志

生きもの写真帖
村内で見られる生きものやその痕跡を紹介します。

第 6 回

写真＝香西恵・千々輪岳史・中嶌拓哉

ヤマメ　唐沢　2015 年 3 月 29 日
小さくても渓流の女王の名が似合
います

クマの爪痕　山伏　2015 年 4 月 17 日
登山道脇の松の木に何度もひっかい
たようでした

ヤマブキ　室久保　2015 年 4 月 17 日　
昆虫が蜜を吸いに訪れます

シカ　室久保　2015 年 4 月 19 日
深夜は大胆に家の前にやってきます

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
地
区
の
人
を
集
め
て
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
開
催
。
手
づ
く
り
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
食
べ

な
が
ら
、
マ
リ
ア
、
羊
飼
い
な
ど
に
扮
し
た
こ
ど
も

た
ち
が
劇
を
披
露
し
た
。

　
　

メ
イ
先
生
を
道
志
へ
迎
え
た
田
中
先
生

　

白
井
平
地
区
出
身
の
田
中
と
し
子
先
生
は
、
当
時
善

之
木
小
学
校
の
教
師
だ
っ
た
。戦
時
中
に
夫
を
亡
く
し
、

道
志
の
両
親
の
も
と
に
帰
っ
て
き
て
い
た
。
二
人
の
こ

ど
も
を
育
て
な
が
ら
、
今
後
の
生
活
や
教
育
に
不
安
を

抱
え
、
暗
い
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

そ
の
折
に
山
中
湖
畔
で
開
催
さ
れ
た
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

（
※
２
）
主
催
の
講
習
会
に
参
加
し
、
キ
リ
ス
ト
の
教

え
に
心
を
打
た
れ
、身
も
心
も
明
る
く
な
っ
た
そ
う
だ
。

そ
の
後
、
田
中
先
生
は
「
ど
う
か
村
人
た
ち
が
隣
人
愛

に
目
覚
め
ま
す
よ
う
に
、
そ
し
て
こ
ど
も
た
ち
を
よ

り
高
く
正
し
く
指
導
で
き
ま
す
よ
う
に
」（
※
３
）
と

布
教
を
目
指
し
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
布
教
の
道
は
苦
難
が
伴
っ
た
。
ま
だ

当
時
村
で
は
聞
き
慣
れ
な
い
キ
リ
ス
ト
の
教
え
は
な

か
な
か
周
囲
に
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ

で
も
田
中
先
生
の
尽
力
に
よ
り
メ
イ
先
生
が
道
志
に

迎
え
ら
れ
た
。『
道
志
の
「
メ
イ
先
生
」』
の
思
い
出

の
裏
に
は
、
強
い
信
念
を
持
っ
た
女
性
の
ひ
た
む
き

な
村
人
へ
の
想
い
が
あ
っ
た
。

佐藤成子（しげこ）さん
「こどもの時はメイ先生のと

ころへ行くのが楽しみで田植
えなんかの忙しいとき以外は
しょっちゅう通ったよ」「メ
イ 先 生 ん ち は 冷 蔵 庫 に 洗 濯
機、ハイカラなものが多かっ
たなぁ」
◀昭和 28 年頃撮影、右から
２番目が当時 5 歳の成子さん

左）田中先生は「当時医者は竹之本地区に１人しかおらず、メイ先生から高価な薬をおねだりしたり、ケガの手当を
してくださったりで、この（白井平）部落には無くてはならない方」と話している（※４）／右）昭和 32 年（1957 年）
に田中先生は旧秋山村へ転任、メイ先生は都留市で宣教活動を始めた。その後もお二人は深い親交があった

※２　キリスト教を基盤に女性の社会参画等を目的とした国際 NGO ／※３・４　田中とし子さんが所有していた資料より。昭和 28 年発行
の『道志七里』356 頁にもメイ先生と田中先生の記述がある／写真は現在のものを除きメイさん所有のもの／なお、一般社団法人家の光協
会『家の光』第 27 巻昭和 26 年 2 月号、24 〜 31 頁「雪やまの聖歌」にメイ先生の道志村での生活の様子が描かれている

髙田基予子さん提供
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連 

載
連 

載

る
と
山
菜
お
こ
わ
も
一
つ
ま
た
一
つ
と
売
れ
て
い
き

ま
す
。
地
元
野
菜
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
う
ど
、
こ
ご

み
、
山
椒
等
が
並
び
、
ま
さ
に
道
志
村
の
山
菜
シ
ー

ズ
ン
到
来
で
す
。
揚
げ
た
て
は
ア
ツ
ア
ツ
、
サ
ク
サ

ク
で
お
い
し
く
、い
ろ
い
ろ
な
味
も
楽
し
め
ま
し
た
。

ク
レ
ソ
ン
の
天
ぷ
ら
は
道
志
な
ら
で
は
の
味
。

　
　

山
菜
採
り
体
験

　

み
な
も
と
体
験
館
で
４
月
26
日
（
日
）
山
菜
採
り

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
定
員
い
っ
ぱ
い
で
、

お
客
様
の
満
足
度
が
高
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
わ
ら
び

を
中
心
に
山
菜
を
採
っ
た
後
、
が
ん
ど
う
庵
で
う
ど

ん
を
打
ち
、
揚
げ
た
て
の
山
菜
の
天
ぷ
ら
と
と
も
に

頂
き
ま
す
。わ
ら
び
は
自
生
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、

地
主
の
方
の
許
可
を
得
て
体
験
館
の
ス
タ
ッ
フ
が
秋

に
草
刈
を
し
て
わ
ら
び
が
出
や
す
い
環
境
を
作
り
、

春
に
採
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

山
菜
や
野
草
は
採
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
食
べ
る

に
は
下
ご
し
ら
え
に
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
わ
ら
び

の
場
合
、
ア
ク
抜
き
は
水
で
洗
っ
て
重
曹
を
入
れ
た

お
湯
に
入
れ
半
日
（
一
晩
）
お
き
、
流
水
で
水
洗
い

し
ま
す
。

　
　
「
春
苦
み
」
は
な
ぜ
か

　

な
ぜ
春
に
苦
み
の
あ
る
山
菜
を
食
べ
る
の
で
し
ょ

う
。
冬
眠
し
た
熊
が
春
に
起
き
て
最
初
に
食
べ
る
の

が
蕗
の
薹
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
人
間
も
冬
は
運

動
量
が
減
り
脂
肪
や
栄
養
を
体
内
に
溜
め
込
み
や
す

く
な
り
ま
す
。山
菜
の
苦
み
は
新
陳
代
謝
を
促
進
し
、

冬
に
体
に
蓄
え
た
も
の
を
体
の
外
に
排
出
す
る
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
春
に
山
菜
を
食
べ
る

の
は
大
自
然
の
中
で
人
間
が
生
き
る
た
め
の
知
恵
の

一
つ
な
の
で
す
。
あ
な
た
も
野
や
山
か
ら
食
べ
も
の

を
採
っ
て
く
る
楽
し
み
、
料
理
す
る
楽
し
み
、
そ
し

て
食
べ
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
々
輪
岳
史
）

　
　

山
菜
前
線
西
へ

　

４
月
９
日
（
木
）
に
雪
が
降
り
、
私
が
住
む
標
高

約
４
０
０
ｍ
の
野
原
は
満
開
の
桜
の
花
び
ら
に
積
も

る
雪
、
一
方
標
高
約
８
０
０
ｍ
の
白
井
平
の
桜
は

ま
だ
つ
ぼ
み
。
野
原
で
は
も
う
終
わ
っ
た
蕗
の
薹と

う

が
、
白
井
平
で
は
ま
だ
あ
る
と
聞
き
、
民
宿
・
山
光

荘
さ
ん
に
ふ
き
み
そ
の
作
り
方
を
教
わ
り
に
行
き
ま

し
た
。
お
か
み
さ
ん
の
水
越
ヒ
サ
ヨ
さ
ん
と
静
岡
か

ら
嫁
い
で
き
た
紋あ

や
こ子
さ
ん
と
で
は
作
り
方
が
違
う
と

か
。
お
二
人
の
作
り
方
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

野
原
で
は
土
筆
が
採
り
頃
な
の
で
、
ヒ
サ
ヨ
さ
ん

に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
土
筆
は
食
べ
な
い
と
の
こ

と
。
山
菜
が
豊
富
な
里
山
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。『
道

志
七
里
』
を
読
ん
で
み
る
と
、「
土
筆
は
見
向
き
も

し
な
い
者
も
あ
る
が
、
一
部
で
は
汁
や
土
筆
御
飯
と

し
て
喜
ば
れ
る
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

山
菜
祭
り

　

４
月
18
日
（
土
）、
19
日
（
日
）
に
道
の
駅
ど
う

し
で
開
催
さ
れ
た
山
菜
祭
り
。
春
の
味
覚
を
楽
し
も

う
と
山
菜
の
天
ぷ
ら
の
ブ
ー
ス
に
は
朝
か
ら
行
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。
山
菜
の
天
ぷ
ら
は
、『
蕗
の
薹
、

蓬よ
も
ぎ、
ク
レ
ソ
ン
、
た
ら
の
芽
、
し
い
た
け
、
こ
ご
み
』、

６
種
類
で
１
セ
ッ
ト
。
手
際
よ
く
揚
げ
ら
れ
た
山
菜

は
シ
ン
プ
ル
に
塩
で
頂
き
ま
す
。
行
列
に
並
ん
で
い

 ろっくちめ　

 「山菜料理」    
山菜料理　レシピ

道志村の春の幸といえば山菜。たらの芽、
うど、わらび、こごみ等。山菜は山野に自
生しており、畑で栽培される野菜や土手や
あぜ道に生える野草と区別されるようです
が、とにかく春しか味わえない里山の恵み
を沢山見つけてみました。

道の駅どうしの山菜祭りの様子。右下：山菜の天ぷら（左か
ら　蕗の薹・こごみ・たらの芽・蓬・しいたけ・クレソン）

ふきみそ（ヒサヨさん流）

ふきみそ（紋子さん流）

土筆の佃煮

１．ふきみそ
１）ヒサヨさん流
材料：蕗の薹 120g、米みそ 50g、日本酒 10g、塩少々
①みそと日本酒を混ぜておく。
②蕗の薹は洗って汚れを取り、塩を少々入れたお湯でゆでる。
③芯が柔らかくなったら鍋から取り出し素早く流水で冷やす。
④水をよく切ってから細かく切る。（5m 角くらい）
⑤①と蕗の薹を良く合わせる。

２）紋子さん流
材料：蕗の薹 120g、麦みそ 40g、白みそ 40g、本みりん 13g、油少々
①麦みそ、白みそ、みりんを混ぜておく。
②蕗の薹は洗って汚れを取り、5 分くらいゆでる。
③鍋から取り出し流水で冷やし、水をよく切ってから細かく切
る。（5m 角くらい）
④フライパンに油をひいて③を入れ炒め、続いて①を入れ、良
く合わせる。

＊苦みは蕗の薹の状態によって異なるので、１）、２）ともに
調味料の分量はお好みで。２）のほうが日持ちがします。

２．土筆の佃煮　〈ご飯のお供やパスタに合わせて〉

材料：土筆 70g（頭とはかまを取った状態のもの）、みりん小

さじ１、しょうゆ小さじ 1.5、ごま油少々

①土筆を５㎝くらいになるよう手で折るか、包丁で切る。

②フライパンに油をひき、くさみが無くなるまで 15 分くらい

強火で炒める。

③火を止めて、みりん、しょうゆを入れて混ぜる。

＊みりんやしょうゆの分量はお好みで。

今回はふきみそと土筆の佃煮をご紹介します。
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連 

載

　

女
性
に
多
い
と
言
わ
れ
る
便
秘
で
す

が
、
お
薬
を
飲
ん
で
い
る
人
は
男
性
で

も
便
秘
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
一
緒
に

便
秘
の
薬
を
も
ら
っ
て
い
る
人
が
多
い

と
言
い
ま
す
。
お
薬
で
便
秘
を
改
善
さ

せ
る
の
は
一
時
的
に
は
効
果
的
で
す

が
、
い
つ
も
服
用
し
て
い
る
と
、
腸
の

働
き
非
常
に
鈍
感
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
に
足
揉
み
は
と
て
も
便

利
で
、
腸
の
ツ
ボ
（
反
射
区
）
を
よ
く

揉
み
ほ
ぐ
せ
ば
便
秘
の
改
善
の
サ
ポ
ー

ト
に
役
立
ち
ま
す
。

　

便
秘
は
毎
日
の
事
で
す
か
ら
、
足
揉

み
も
毎
日
お
風
呂
の
中
で
も
、
風
呂
上

り
で
も
い
い
の
で
、
良
く
揉
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
変
化
が
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
足
揉
み
に
は
即
効
性
が

あ
る
の
で
、
翌
日
に
は
便
秘
が
解
消
し

た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
今

日
か
ら
足
揉
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
便

秘
を
解
消
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

● 

便
秘
解
消
に
は
足
揉
み
・・・

足裏を刺激して

病気を予防、体質改善

協力隊・井口が伝える

足揉み健康法
「便秘」とは

今日から実践

若石健康法

＜レッスン３＞便秘にオススメな反射区

【 国 際 若 石 健 康 研 究 会 認 定 プ ロ 】

ご 自 宅 に 出 張 ！ 足 揉 み サ ロ ン
ご依頼は井口までお電話ください！

皆さんのご自宅に伺います

TEL 080-3090-2460
初回　・30 分 3,000 円（税別）　
無料　・60 分 5,000 円（税別）

右の足図に色付けした部分を丁寧に５回ず

つ左右の足を揉んで下さい。便秘改善に役

立ちます。もちろん軟便の人へもオススメ

ですよ。
自
分
で
足
を
揉
ん
で

疾
病
予
防
&
リ
ラ
ッ
ク
ス
！

白
井
平
地
区
25
林
班
を
対
象
に
、
山
梨
県
の
森
林
環

境
税
を
用
い
た
計
画
作
成
を
支
援
し
た
敬
高
さ
ん
。

道
志
村
で
初
め
て
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
経
緯
を

伺
っ
た
。

な
ぜ
森
林
環
境
税
の
活
用
を
決
断
し
た
の
で
す
か
？

　

親
が
亡
く
な
り
、
若
い
衆
の
山
に
対
す
る
愛
着
が

な
く
な
り
、
自
分
の
持
ち
山
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
わ

か
ら
な
い
状
況
。環
境
税
を
導
入
し
て
計
画
を
作
り
、

整
備
す
れ
ば
、
ど
こ
に
山
が

あ
る
の
か
わ
か
る
。
そ
の
た

め
に
、
平
成
25
年
に
役
場
と

相
談
し
た
。
そ
こ
で
南
都
留

森
林
組
合
か
ら
連
絡
が
来
て
、

道
志
で
初
め
て
の
こ
と
だ
か

ら
、
25
林
班
２
０
０
ha
を
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
や
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

最
初
は
、
計
画
の
説
明
会

を
行
っ
た
時
は
、
賛
同
す
る

人
は
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

災
害
に
強
い
山
づ
く
り
を
行

い
、
自
分
の
山
を
確
認
す
る

こ
と
は
、
今
し
か
な
い
と
所

有
者
の
方
た
ち
の
家
を
ま
わ

り
話
を
し
た
。
そ
う
し
な
い
と
、
な
か
な
か
ま
と
ま

ら
な
い
。
森
林
組
合
の
人
に
も
一
緒
に
来
て
も
ら
う

こ
と
も
あ
っ
た
。
何
代
過
ぎ
て
い
っ
て
も
、
残
る
も

の
は
残
る
。
こ
れ
が
一
番
大
事
な
こ
と
で
、
基
本
。

将
来
、
道
志
の
山
に
つ
い
て
思
う
こ
と

　

う
ち
の
先
代
の
山
が
あ
っ
た
り
、
木
が
あ
っ
た
り

し
た
お
陰
で
自
分
た
ち
が
育
っ
て
こ
れ
た
。

　

道
志
全
体
を
見
る
と
、
横
浜
林
以
外
の
山
は
ま

ず
手
が
入
っ
て
な
い
。
昨
年
の
広
島
の
よ
う
に

１
０
０
０
ミ
リ
の
雨
が
降
れ
ば
、
山
が
崩
れ
る
。
山

を
早
く
若
返
ら
せ
て
い
か
な
い
と
ど
う
し
よ
う
も
な

い
と
思
う
。
今
は
材
価
が
低
い
け
ど
、
こ
ん
な
こ
と

は
一
生
続
く
は
ず
は
な
い
。
何
代
か
後
に
は
必
ず
い

い
こ
と
が
ま
わ
っ
て
く
る
と
思
う
よ
。
今
、
出
来
る

こ
と
を
大
事
に
し
た
い
。　
（
聞
き
手
：
大
野
航
輔
）

道
志
林
業

人
列
伝
❸　

水
越
敬
高
さ
ん
（
74
）

「
今
し
か
出
来
な
い
こ
と
を
、

大
事
に
し
た
い
」
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Ｅ
メ
ー
ル
：

kozai-kei@
vill.doshi.yam

anashi.jp

郵
送
：
〒
４
０
２ 

０
２
０
９　

山
梨
県
南
都
留
郡
道
志
村
６
１
８
１

−

５

道
志
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

香
西
ま
で

道
志
手
帖
７
号
の
感
想

○
表
紙
の
モ
ノ
ト
ー
ン
の
写
真
が
す
て
き

で
し
た
！　

雪
が
枝
に
点
々
と
積
も
っ
て

い
る
風
景
が
一
面
雪
の
吊
り
橋
と
相
ま
っ

て
詩
情
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。
よ
う
こ
そ

雪
の
林
へ
と
誘
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
木
炭
の
燃
え
る
冬
の

日
本
の
風
景
が
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な

り
、
ク
リ
ー
ン
で
効
率
の
よ
い
電
気
暖
房

に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

そ
れ
で
恩
恵
と
い
う
も
の
で
は
あ
る
に
し

て
も
、
あ
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
木
炭
の
明

か
り
、
ぬ
く
も
り
と
い
う
も
の
も
捨
て
が

た
い
も
の
で
し
た
。
文
化
が
進
む
と
い
う

こ
と
は
別
の
意
味
で
は
何
か
を
失
う
、
捨

て
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
ネ
。

養
蚕
で
も
炭
で
も
、
よ
い
も
の
で
し
た
。

○
道
志
で
生
産
し
た
木
炭
は
、
主
に
都
留

で
販
売
し
た
と
い
う
記
述
に
目
を
引
き
ま

し
た
。谷
村
は
城
下
町
と
い
う
事
も
あ
り
、

機
業
が
盛
ん
で
、
政
治
的
経
済
的
基
盤
が

安
定
し
て
い
た
為
、
郡
内
の
文
化
的
中
心

で
あ
っ
た
、
と
い
う
認
識
は
あ
り
ま
し
た

が
、
周
辺
地
域
か
ら
の
燃
料
や
織
物
の
原

料
の
供
給
が
あ
っ
て
こ
そ
、
と
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。
郡
内
地
域
に
つ
い
て
、
自
分

の
中
に
は
無
か
っ
た
見
方
を
教
わ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
道
志
に
つ
い
て
も
も
っ

と
勉
強
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

○
し
ょ
う
ゆ
も
こ
ん
に
ゃ
く
も
私
た
ち
10

代
の
若
者
は
搾
り
方
を
あ
ま
り
知
り
ま
せ

ん
。
な
の
で
、
今
回
の
記
事
に
あ
っ
た
よ

う
な
始
め
か
ら
物
が
で
き
あ
が
る
ま
で
の

工
程
を
取
り
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
で
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
道
志
手
帖
を
読
ん

で
い
る
と
「
自
然
っ
て
い
い
な
」
と
す
ご

く
思
い
ま
し
た
。

○gallery

の
背
負
子
の
写
真
、
目
を
ひ

き
ま
し
た
。昔
は
何
か
ら
何
ま
で
人
力（
動

物
の
力
も
借
り
て
）
で
や
っ
て
き
た
こ
と

に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

○
「
や
せ
う
ま
」
の
写
真
、
心
惹
か
れ
ま

し
た
。
以
前
、
都
留
の
細
野
出
身
の
方
に

聞
い
て
い
た
「
ヤ
セ
ン
マ
」
と
は
、
ま
さ

に
こ
れ
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
と
。
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。
想
像
し
て
い
た
も
の
よ
り

縄
の
結
び
方
が
複
雑
な
ん
で
す
ね
。

○
私
も
炭
焼
き
を
し
た
事
が
有
り
ま
す
。
そ

の
時
に
使
っ
た
さ
お
計
と
温
度
計
が
ま
だ

残
っ
て
い
ま
す
。
温
度
計
は
今
、
毎
朝
の
温

度
を
計
っ
て
手
帳
に
記
入
し
て
い
ま
す
。

○
今
回
の
「
炭
焼
き
」
の
よ
う
な
テ
ー
マ

に
焦
点
を
当
て
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
観
光
地
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
紹
介
と

は
別
に
、
冊
子
を
と
お
し
て
見
え
て
く
る

風
土
や
文
化
が
あ
る
道
志
村
と
は
一
体
ど

ん
な
所
な
の
か
、
さ
ら
に
興
味
が
湧
い
て

く
る
か
ら
で
す
。
た
と
え
そ
こ
が
、
誰
が

見
て
も
立
派
に
感
じ
る
観
光
地
で
な
か
っ

た
と
し
て
も
、「
あ
あ
、
こ
こ
が
あ
の
炭

焼
き
が
さ
れ
て
い
た
土
地
か
」
と
思
い
だ

す
だ
け
で
、
き
っ
と
、
眼
の
前
の
地
域
を

深
く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

連 

載

　春の訪れを肌で感じながらコーヒーブレイクを楽しむ季節

になりました。本当に美味しいコーヒーの淹れ方を知りたい

方にぜひともオススメする 1 冊の本があります。【コーヒー

入門／著　井上誠】という本です。昭和時代のコーヒー研究

家であり、コーヒーを学ぶ人にとってはいずれ巡り合う人物

が記した 1 冊。コーヒーを愛し、コーヒーの淹れ方を丁寧

に、かつ簡単にできる方法がここには記されています。コー

ヒーの本は色々と出版されてはいますが、この本を読むと珈

琲の知識はもちろんですが、コーヒーに対する思いや、考え

方をぞんざいにしてはならないということが身に染みて分か

ります。珈琲の本を読みながら、美味しいコーヒーを飲んで

有意義な時間を過ごすのも贅沢なものです。これからも楽し

いコーヒーライフをお楽しみください。

道志村の珈琲ブレイク…
井口陽介

　「木の駅どうし」は平成 24 年に開設後、今年

で 4 年目を迎えます。道志村役場産業振興課と

NPO 法人道志・森づくりネットワークが連携し

て運営を行って来ました。毎年、全国各地から木

の駅と道志の湯薪ボイラーの視察見学に多くの方

が訪れます。

　以下、私が対応させて頂いた見学者をまとめま

した。平成 25 年は合計 13 団体、平成 26 年は

15 団体で、平成 25 年の合計人数は 110 名。平

成 26 年は 132 名にお越し頂きました。北は北海

道、南は福岡県の範囲から来村しており、林野庁

森林技術総合研修所が 5 回と最も多く、自治体（根

羽村、南牧村、山北町、岩手県庁、郡上市、相模

原市、下川町）や NPO（足柄丹沢の郷ネットワー

ク、エネルギーシフトやまがた、三島フォレスト

クラブ）、コンサルタント（森のエネルギー研究所、

協同総合研究所、アミタ、バイオマスアグリゲー

ション）、地域おこし協力隊（王滝村）、報道（週

間朝日、NHK）となっています。

　今後も多くの方にお越し頂けるよう努力してい

きます。

人が主役！
薪のエネルギー利用　第 7 回

大野航輔

薪ボイラーの視察見学風景

声

声
「道志手帖　読者アンケート」でご回答頂いた内容の一部

と読者からのお便りを掲載します。
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り

ら、摺りたての本わさびを味わえることを楽しみ

にしています。

　ちなみにわさびは茎と葉っぱにも辛みのある風

味があっておいしいです！　茎と葉の天ぷらや漬

け物は格別です。村内の温泉施設や直売所等でお

買い求めできますので、ぜひご賞味ください！

（中嶌拓哉）

　　編集後記

　今号も多くの皆様のご協力を頂き完成するこ

とが出来ました。ありがとうございました。今

号の見所はなんといっても「道志のメイ先生」（10

〜 12 頁）です。『道志七里』やほかの雑誌等で

もメイ先生について紹介されていますので、ご

関心のあるかたはぜひご覧ください（協力隊事

務所にも関連資料があります）。

　次号（9 月発行）の特集は「道志と都留」です。

昔から道志と都留（谷村）は人の行き来があり

ました。現在、都留文科大学の学生と一緒に取

材を進めています。どうぞお楽しみに。（香西恵）

　　野菜作りに励んでいます

　道志村にも春が訪れ、野菜作りが始まりました。

ジャガイモ、キュウリ、カボチャ、トマトなど、色々

な野菜を栽培する予定です。昨年植えたニンニク

も順調に育ち、そろそろニンニクの芽が収穫でき

る予定です。今年は色々な収穫を通じてお客様に

喜んでもらえるような商品作りが出来るように努

力していきたいと思います。

　畑仕事の合間に道志村の美しい新緑を眺めるの

が最高に気持ちいい時間です。自然が豊かな場所

で生活できる喜びは何にも代えられない贅沢で

す。　　　　　　　　　　　　　　　（井口陽介）

　　道志の清流で育むわさび

　今年度からわさびを栽培することにしました！

　昔は村内でもあちこちでわさびがつくられてい

たと聞きます。豊かできれいな水が自慢の道志村

ではそれはいいわさびがつくれたそうです。今で

も沢の流れをたどると、山奥にとても立派なわさ

び田が見られます。わさび田を整備するのはとて

も労力のかかる土木工事です。先人の努力と知恵

を窺い知ることができます。

　私はかつて使われていたわさび田の一枚をお借

りして、わさびの植え付けをしました。現在村内

でわさび栽培に取り組む「田代わさび育成会」の

みなさんにご指導いただきながら、初めての経験

にわくわくしています。

　今年植えたわさびは約 500 本。収穫まで最低

でも 1 年を要します。道志の清らかな水のなか

で少しずつ大きくなっていくわさびを愛でなが

第 7 回道志村トレイルレース（5.10）

第18回道志村クラフトフェア（道の駅）（5.16-17）

山菜採り体験（みなもと体験館）（4.26）

Topics

　　ウェディングパーティー in 道志
　　開催します

　道志村に来てから 2 年。この度、縁あって結

婚することになりました。相手は北海道出身の方

です。パーティーはもちろん、大好きな道志村で

開催したい！　この際、日頃お世話になっている

方々に、道志村を五感で堪能して頂き、とにかく

たっぷり楽しむ！　をコンセプトに、リブレの

キャンプサイトをお借りして、野外でウェディン

グパーティーを行います。堅苦しいことは一切ナ

シで、動きやすい格好でご参加頂きます。6 月 6

日（土）14 時、開始予定です。詳細は以下 HP

に掲載しております。

http://doushi-wedding-0606.jimdo.com

　　　　　　　　　　　　　　　　　（大野航輔）

　　コラボ企画イベントを終えて

　昨年度、みなもと体験館の月一イベントの提案

をして６つ採用して頂きました。そのうち４つを

準備から実施まで深く関わりました。結果は以下

の表の通りです。

　野外体験の新企画だったリバートレッキングは

残念ながら参加者がいませんでしたが、その他３

協 力  隊  だ よ り   　

つは参加者が応募人数に対し過半数を超えたの

で、数字の上では当初立てた自己目標を達成しま

した。

　アイディアだけで木工や自然に対する知識や経

験が不足している私をみなもと体験館のスタッフ

の皆様が支えてくれました。ありがとうございま

した。準備には思った以上に時間がかかった他、

広報やコスト、関係者との相談など企画を実施す

る難しさを体験することができ勉強になりました。

　みなもと体験館に来て頂いたお客様が「来て楽

しい」、「また来てみたい」施設になるようお手伝

いしたいと思います。　　　　　　（千々輪岳史）

このページでは、地域おこし協力隊の活動を報告していきます。
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企画名 実施日 募集人数 参加者

道志渓谷探検（リバートレッキング） 7 月 29 日（日） 15 0

竹の伐採と楽しい竹利用（竹の工作） 9 月 21 日（日） 30 22

クリスマスリースとクリスマスツリー作り 11 月 23 日（日） 30 23

ミニチュア家具づくり（ミニチュアキッチン） 3 月 22 日（日） 10 8

表 1　2014 年度コラボ企画イベント一覧

（上）植え付け直後のわさびたち。ま
だ弱々しいですが、1 年後が楽しみ
です！（右）こんなわさびが収穫で
きることを祈って……。道志の自然
がいいわさびを育みます

日時 ： 11 月 23 日（日）　13：00 ～ 17：00
場所 ：みなもと体験館　道志・久保分校
料金 ：１人 1500 円（施設利用料込）
持ち物 　：特になし 
＊リースやツリーにつけたい飾りがあればご持参ください。

募集人数　：30 名（前日までに要予約）
お問い合わせ　：みなもと体験館　
山梨県南都留郡道志村 2167
TEL 0554 ‐ 20 ‐ 4688

蔓
つる

を使った果物籠
かご

やリース、糸ノコで出来るクリ

スマスツリーをつくります。蔓細工や木工を楽し

みながら、クリスマスの準備をしませんか？

みなもと体験館１１月のイベント

蔓細工と

クリスマスツリーづくり

日時 ： 11 月 23 日（日）　13：00 ～ 17：00
場所 ：みなもと体験館　道志・久保分校

＊リースやツリーにつけたい飾りがあればご持参ください。

みながら、クリスマスの準備をしませんか？

籠、リース、ツリーのうち、どれか１点もしくは

2点をお選び頂き、自由な形でおつくり頂けます。

ツリーの飾りはついていません。

ミニチュア  家具づくり

みなもと体験館　3 月のイベント

日時：2015 年3 月22 日（日）　９：００～１５：００

場所：みなもと体験館（久保分校）

料金：4,500 円（昼食付き）　＊定員 10 名

持ち物： キッチンに取り付けたいフックなどありましたらお持ちください。

使い慣れた電動ドリル・付属アタッチメントをお持ちの方はお持ちください。

糸ノコや電動ドリルを使うので、木の粉がついてもよい服装で来てください。

お申込み・お問い合わせ：電話：０５５４－２０－４６８８

道志産のサワラを使ったミニキッチンで、2歳から 5歳くらいの子供が遊べます。

天然木のおもちゃをお子様やお孫さんのために一緒に作ってみませんか。

ご注意：
１．イラストはイメージです。
２．イラストの寸法をご覧の上、車のトラ
ンクに載るかあらかじめご確認ください。

材料について：
本体に使われているサワラはヒノキに似た樹木です。水に強く
浴槽や桶、樽にも使われます。スギ・ヒノキに比べ希少な木材
です。このイベント用に村内の木工所で挽いてもらいました。

竹
の
伐
採
と
楽
し
い
竹
利
用

道
志
村
・
み
な
も
と
体
験
館
　
９
月
の
イ
ベ
ン
ト

増
え
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
竹
を
伐
採
し
、
竹
の
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

定
員
：
30
名

料
金
：
１
５
０
０
円
　（
手
づ
く
り
の
昼
食
付
）

時
間
割
： 

　
10
時
〜
　
説
明
・
竹
の
伐
採

　
　
　
　
　
　
11
時
〜
　
竹
の
お
も
ち
ゃ
作
り

　
　
　
　
　
　
12
時
〜
　
昼
食

　
　
　
　
　
　
13
時
〜
　
竹
の
お
も
ち
ゃ
作
り
　（
出
来
た
人
か
ら
自
由
解
散
）　

持
ち
物
：
帽
子
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、
動
き
や
す
い
服
装
と
靴

こ
ん
な
人
に
お
勧
め
：  【
子
供
】
竹
工
作
に
挑
戦
し
た
い
（
竹
ぽ
っ
く
り
、
竹
ト
ン
ボ
、
竹
の
ほ
ら
貝
、
弓
矢
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　          【
大
人
】
ぬ
く
も
り
の
あ
る
手
作
り
の
お
も
ち
ゃ
を
子
供
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
竹
ス
コ
ッ
プ
、バ
ケ
ツ
）
竹
の
器
で
料
理
を
味
わ
い
た
い
（
竹
箸
、竹
コ
ッ
プ
）

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
：
み
な
も
と
体
験
館
　
０
５
５
４  

２
０  

４
６
８
８

　
　
＊
前
日
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時
：
２
０
１
４
年 

９
月 

21
日
（
日
）
10
時
〜
17
時

竹のコップ・箸
～自作の味わい
は格別

竹ぽっくり
～簡単にできます。
小学生に大人気

竹トンボ
～竹のおもちゃの定番

竹のほら貝
～どんな音がす
るかな？

竹のけん玉
～どんな形にする
かはあなた次第

竹の砂場遊び道具・スコップ、
バ ケ ツ～プラスチックのおも
ちゃには無い天然素材の良さは
子供たちが知っています

 
 
  
 

 

夏休み!!自由研究お助け隊	
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 道志川リヴァ―ウォーク体験	
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夏限定体験メニュー（7月～9月中旬まで開催）	
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コラボ企画イベントチラシ
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この冊子は平成 27 年度地域おこし協力隊活動事業費により作成しました。

道志村地域おこし協力隊
協力隊へのご意見や本誌のご感想をお聞かせください。

お気軽に左記の宛先へご連絡ください。

道志村の最も西にある集落・長
ながまた

又。オートキャンプ長又の手前に

矢
や の う さ ん

頭山の登山口がある。岩の露出した山頂直下に風神・雷神とし

て石の祠が祭られている。この石の祠はその前の木の社殿が朽ち

たため、約 25 年前に部品に分けて男衆が担ぎ上げたという。4 月

19 日（日）、お米、お塩、お酒で祠の周りを清め、男衆でお参りをし、

御神酒とお赤飯を一口ずつ頂き、山を降りた。なお、この山には

頼朝伝説がある。頼朝は東の岩の崖を馬で登り、山頂から矢を放っ

たところ一里先の矢
や さ き

崎（神地地区）まで到達したという。

男衆がそれぞれお参りをした後に全員で長又集落の安寧を祈願

文・写真＝千々輪岳史

道志村の行事　

矢頭山のお祭り

登山道の周りの掃除をしながら登る ミツバツツジがちょうど見ごろ


